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ノνノワーノレ1;1:'大いなる幻影.(37)を見てさえも、

rどん底.(36)を見てさえも、私はパリをIi且 L 、込んでし

まう。クレーノレはパリにフランスの花をi咲かせ、ノレノワ

ーノν1;1:パリの心をしみニませてくれた。

ひところ彼はアメリカへ行った。寸，~、にも私は、アメリ

カでそのノレノワーノνの'itl苛IIの人.(45) を見た。スタ

インベックの「怒りの刊J硝」をフォードは冬の吉を巴

わせる冷たちと悲しきで、つまり泌字で描~，'たカ〈同じ

I:llのそのアメリカのfi燥を、ノνノワーノレはL 、ゎ Itひら

がなで匝ijj百に移した。 Itしい家の一間の中に者L 、

夫焔とその夫の時が問!記して、夜毎に二1I11に分けた

毛布の穴カ・ら、老 l耳は息子夫婦のセックスを司It<。

H青い悲しいItしさの中に、ノレノワーノVは悲しい笑しゃ

っけ加えた。

ノνノワーノνl映画を古くから愛していたロサンジェノν

スじゅうの花魁以ノνノワ-IVに美しいI!!II簡を作って

くだ~いι その製作費を苦ーし .'1'， した。やさしいその花

屋の心を〈みとって、ノνノワーノν1;1:名作'i可.(50)を

完成した。 ~rtが見てもわかる心低，しい少女三名の

平作物話。カラーでインドの祭りが展開し、少女の

一人、インド娘がカタカトリズムのインド舞踊を~ffi

る。夜の III] には花合戦、色合戦。花を、色のこなを、

ふりかけあう然り。そのi:)-楽、その色彩に私はあきれ、

見とれきった。このノレノワーノνが久しぶりにフランスに

戻って作ったのがあのrフレンチ・カンカχ， (54)。パ

リのムーラン・ノνージュ、このパリのムーラン・ノレージ

ュ名物のカンカン・ダンスを発 I~Jした男の物許しこ

の唄、この衣袋、この日本なら明治l時代の|時代色。

まさに名画。その美しさに目まし、がした。その衣裳美

術に目が幽而にくL 、ついた。

しかし、このf拡大なかげワ-IVが気軽に遊んだ

のカIi'ゲームの規JIIJ.(39) 、 rII'!の上の昼食.(59)。

ノVノワ-JVll~由lは笠の虹。脊の海。駄の通り問。エ

ッフェノけ持にかかった三日月。幻こかくli~大なる印象

派オーギュストノレノワ-IVを父に持つジヤン・ノVノワ

-IV，。幼くして美術の故事なる洗礼を受付たのてあ

ろう。あのお笑いスケッチのごときF紫 111'1 しき放浪者」

(32)の自由。rピクニック'.(36-46)の小川、柳の校

が水而にまで下がった友の日のひとときの:l\;のアパ

ンチューノ凡ノνノワ-IVの 1!!IIii!i1芸術音、手l、は店、い出

すたびに、ああ、凡ておいたことを人生の司，せと，目、って

L 、る。




